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企業診断２０２２（４月号）事例Ⅲ 論理の構造化 

 

第１問 

 

● 論理の構造化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２問  

 

● 論理の構造化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨコの関係 

タテの関係 

＜結論＞ 

成長ベクトル 

製品軸×市場軸 

＜強み②＞ 

市場面（第３段落） 

地元大学と連携した 

研究開発力 

 

＜強み①＞ 

製品面（第２段落） 

高精細・高耐久性を 

誇る製造技術 

方法並列型 

＜テーマ＞ 

製造部内改善活動 

→廃棄をなくす 

ヨコの関係 

タテの関係 

＜問題点＞ 

機械Ａのみで 

不良が発生している 

＜具体策②＞ 

＜操作性＞ 

操作ミスの防止 

⇒機械Ｂのように図式化 

⇒機械Ａの操作しやすさ 

＜具体策①＞ 

＜保全性＞ 

保全余力確保 

⇒外注業者の活用 

⇒機械Ａの改良保全 

結論＋方法並列型 

 

＜テーマ＞ 

ステンレス業界における 

Ｃ社の強み 
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第３問 (配点 30点) 

 

● 論理の構造化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４問 (配点 25点) 

 

 ● 論理の構造化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜テーマ＞ 

経営体質の強化 

電子部品以外の分野進出 

ヨコの関係 

タテの関係 

＜結論＞ 

新市場開拓戦略 

（新規顧客） 医療機器メーカーの Z社 

（既存製品） 高耐久性のろ過フィルター 

（経営資源） 製造技術、地元大学との連携 

＜留意点②＞ 

＜在庫計画＞ 

適正な製品在庫 

⇒在庫（管理）計画 

＜留意点①＞ 

＜生産計画＞ 

3 か月先の内示情報 

⇒精度の高い生産計画 

結論＋方法並列型 

＜テーマ＞ 

顧客の不満の解消 

ヨコの関係 

タテの関係 

＜結論＞ 

情報① 受注情報 

情報② 進捗情報 

＜対応策②＞ 

進捗情報の活用 

（製造部→営業部） 

⇒納期回答の迅速化 

＜対応策①＞ 

受注情報の活用 

（営業部→製造部） 

⇒納期遅延の撲滅 

結論＋方法並列型 


